




June 19邸 The J叩mal of G卸，botany Vol. XII. No, 1 

nud.; MAX. in Bull. Acad. St.-Pet. 23 (1877) 379 

Vince,伽，,di側m Ta餅泊m FR. et SAV., Enum. 2 (1877) 

? 匂雌酷伽側 oillosum MATSOM. in Bot. Mag. Tokyo 12 (1田町39

Hab. S. K列車y6 to偽e Okinawa Isl釦ds.
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摘 要

c”umchum eras曜。I� HATUSIMAアッパガシワ〈新称〉本種に一番近いのは常緑

業と大なる業状の葉柄間托業を有する一群即ちりユウキユウガシワやホウライイケマ等で

あるが前者とは薬は小さくて厚く踏襲で側脈が下面に凸出 しているので茸に区別出来る。

後者は本新置に比し葉は質帯く先端は鋭尖猿でなく鋭頭となる点で区別出来る。之は台湾
のタロコで故鈴木亙良民が採られたものである。

Tyl句訓llora凶糊Der噂is HATUSIMAタイワンカモメズJレ（新称）之はよ記鈴木氏が

台湾のキ ー ルンで採られたものである。 一番近いものは日本のコカモメズルであるが金橡

無毛で業は狭く，花序は疎で小梗は太く，花が大きいので容易に区別出来る。 トキワカモ

メズルにも一寸似ているが葉は務薄〈，花序は無毛で花が，J、きいので直に区別出来る。

c”羽田chum W姐.ford越var. amm:盟国国D HATUSIMAアマミイケマ〈新称〉之は奄

美大島の湯湾岳の海抜300 m （名音側）の所，乙椅産する。内地産のコイケマに比し�序

は大き〈径3cmICも逮し，ー小穫は長く長さ1 ～1.5 cmで，花冠iま大きく長さ5～ 6 mm

に達する。

ホウライ均モメズJl,}kぴツルモウリンカ 琉球列島には荷者が産することになってい忍

が色々混同されている様に思う。然しょくしらべて見ると荷者は極めて近い種類でツルモ

ウリンカはホウライカモメズルに比し只実の表面に毛がある点を異にするのみであるから

前者を後者の変穫とした。今迄調べた所ではツルモウリンカは沖縄群島以北南九州迄分布

しホウライカ毛メズルは大東島，八重山群島，台湾，南中固に産する様である。沖縄本島
から書かれた C. villosa MATSM.はtypeは 見ていないが隆起珊瑚礁地帝の貧栄養地に

よく見られるツルモウりンカの纏小型ではないかと思う。又八重山列島から書かれた C.

stenoloba W組BG.もtypeは見ていないがホウライイケ？ではないかと考える。
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